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本堂

新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま

す
。昨

年
、
災
害
に
よ
り
被
災
さ
れ
た

皆
様
に
、
衷
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。

今
年
は
、
災
害
の
な
い
、
平
穏
な

年
で
あ
る
こ
と
を
念
じ
上
げ
ま
す

が
、
何
が
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な

い
今
を
生
き
て
い
る
の
も
事
実
で
あ

り
ま
し
ょ
う
。
激
動
の
時
代
を
生
き

ら
れ
た
蓮
如
上
人
は
「
仏
法
に
は
、

明
日
と
申
す
事
、
あ
る
ま
じ
く
候

う
。
仏
法
の
事
は
、
い
そ
げ
、
い
そ

げ
」
と
述
懐
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
年
は
、
当
院
本
堂
創
建
の
上
人

で
あ
る
「
第
二
十
代
達
如
上
人
」
の

百
五
十
回
忌
の
年
で
あ
り
ま
す
。
本

堂
が
創
建
さ
れ
二
百
余
年
、
そ
れ
は

幾
多
の
台
風
や
地
震
に
耐
え
て
き
た

歴
史
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
由
縁
の
本
堂
は
、
多

く
の
法
話
を
響
か
せ
て
き
た
こ
と
で

す
。
彰
如
上
人
の
学
習
の
主
任
と
し

て
清
沢
満
之
先
生
が
教
鞭
を
と
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
「
鏡
池
会
」
の
中
心

と
し
て
金
子
大
榮
先
生
や
曾
我
量
深

先
生
な
ど
、
多
く
の
先
生
方
の
「
獅

子
吼(

し
し
く)

」
さ
れ
た
声
が
「
染

み
る
」
本
堂
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
現
在
に
至
っ
て
も
、「
報

恩
講
」
・
「
朝
の
法
話
」
・
「
三
日

講
」・
「
蓮
華
の
集
い
」
と
し
て
伝
承

さ
れ
、
時
代
や
人
の
変
遷
と
共
に
、

聴
聞
さ
れ
る
方
々
や
護
持
し
て
頂
い

て
い
る
方
々
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
て

い
ま
す
。

本
年
四
月
に
行
わ
れ
る
真
宗
本
廟

（
東
本
願
寺
）
で
の
達
如
上
人
百
五

十
回
忌
法
要
に
ご
参
詣
い
た
だ
い
た

折
に
は
、
当
院
本
堂
の
「
柱
に
染
み

る
法
話
の
声
」
を
実
感
し
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
、
お
待
ち
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

修
練
が
行
わ
れ
て
い

た
こ
ろ
の
看
板
。

「
大
谷
派
中
央
修
練
道

場
」
の
書
。

本
堂
創
建
当

時
、
ご
本
尊
を

御
安
置
す
る
以

前
に
納
め
ら
れ

て
い
た
箱
の
箱

書
き
。

岡
崎
別
院
責
任
役
員

小

山

洋

氏

山
城
第
二
組
圓
重
寺
住
職

本堂内部

お
も

裏書 表書

本
堂
の

ほ

ん

ど

う柱
に
染
み
る

は

し

ら

し

法
の
音

ほ

う

お

と

我
に
響
か
ん

わ

れ

ひ

び

念
仏
の
声

ね

ん

ぶ

つ

こ

え

新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

岡
崎
別
院
は
、
法
然
上
人
が
は
じ

め
て
草
庵
を
営
ま
れ
た
金
戒
光
明
寺

(

黒
谷)

に
隣
接
し
た
場
所
で
す
。

親
鸞
聖
人
が
岡
崎
の
庵
室
よ
り
吉

水
の
法
然
上
人
の
も
と
に
通
わ
れ
、

又
、
関
東
よ
り
帰
洛
さ
れ
て
最
初
に

住
ま
わ
れ
た
の
も
岡
崎
の
草
庵
で
あ
っ

た
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
こ

と
を
思
い
ま
す
と
、
当
院
の
立
地
は

宗
派
を
越
え
て
大
切
な
別
院
で
あ
り

ま
す
。

本
堂
は
、
草
庵
造
り
と
呼
ば
れ
、

一
八
〇
二
年
（
享
和
元
年
）
に
東
本

願
寺
第
二
十
代
達
如
上
人
が
岡
崎
御

坊
と
し
て
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
草
庵
造
り
は
、
茨
城
県
の
阿

弥
陀
寺
（
大
山
の
草
庵
）
西
念
寺

（
稲
田
の
草
庵
）
な
ど
が
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
後
、
一
八
七
六
年

（
明
治
九
年
）
に
岡
崎
別
院
と
改
称

さ
れ
、
そ
の
年
に
新
門
の
学
問
所
で

あ
る
御
学
館
が
移
築
さ
れ
て
、
彰
如

上
人
が
学
ば
れ
て
お
り
ま
す
。

金
子
大
榮
先
生
、
曾
我
量
深
先
生

を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
方
々
の
聞

法
道
場
と
し
て
、
今
日
ま
で
受
け
継

が
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
現
在
の
御

輪
番
も
就
任
以
来
、
岡
崎
別
院
が

「
サ
ン
ガ
」
の
集
い
の
場
と
し
て
多

く
の
人
々
に
聞
法
し
て
い
た
だ
き
、

そ
の
輪
が
広
が
る
こ
と
を
願
っ
て
活

動
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

本
年
は
達
如
上
人
の
百
五
十
回
忌

の
法
要
の
年
に
あ
た
り
ま
す
。
御
本

山
に
お
い
て
法
要
が
勤
ま
る
と
聞
い

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
を
機
縁
に
お
一

人
で
も
多
く
の
方
々
に
ご
参
詣
い
た

だ
き
た
く
、
御
輪
番
共
々
お
待
ち
申

し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

「先達の願いに聞く」～輪番～
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真宗大谷派(東本願寺)
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〒606-8335

京都市左京区岡崎天王町26番地
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メールアドレス
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京都駅･東本願寺
から

当院への交通手段

①市バス100番『岡崎道』で下車、

バスの進行方向に徒歩5分、左手。

②タクシーで約20分。

③地下鉄烏丸線 国際会館行にて丸

太町駅下車、バス停『烏丸丸太町』

東行にて93番錦林車庫行、又は204

番北大路バスターミナル行に乗車

『岡崎神社前』下車、眼前。

④大型バスでのご参詣

「
蓮
華
の
集
い
」
は
、

『
お
寺
で
聞
く
子
育
て
の

お
話
会
』
と
い
う
内
容
で

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
を

対
象
と
し
て
年
間
四
回
開

催
し
て
い
る
。

託
児
所
も
設
け
て
、
毎

回
幅
広
い
年
齢
層
の
方
々

の
参
加
が
あ
る
。

去
る
十
月
二
十
三
日
、
今

年
度
も
皆
様
方
の
ご
支
援
・

ご
協
力
に
よ
り
約
百
七
十
名

の
方
々
に
ご
参
詣
を
賜
り
、

報
恩
講
を
厳
修
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
こ
と
、
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

顧
み
れ
ば
、
山
城
第
一
組
・

山
城
第
二
組
の
住
職
・
坊
守

会
の
皆
様
方
に
よ
り
事
前
の

清
掃
奉
仕
を
、
大
谷
専
修
学

院
の
皆
様
方
に
よ
り
仏
具
の

お
磨
き
を
、
ま
た
当
日
は
各

方
面
の
ご
協
力
に
よ
り
、
宣

心
院
殿
御
参
修
、
大
谷
専
修

学
院
院
長
狐
野
秀
存
師
御
教

導
の
も
と
山
城
第
一
組
・
山

城
第
二
組
の
住
職
、
若
院
の

御
出
仕
を
賜
り
、
岡
崎
別
院

雅
楽
会
ご
協
力
の
も
と
、
皆

様
方
の
御
尽
力
に
よ
り
厳
修

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
益
々
の
ご
高

配
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

九
月
二
十
九
日
挙
式

發
知

道
隆
さ
ん

髙
島
加
奈
子
さ
ん

十
月
十
九
日

挙
式

伊
豆

千
紘
さ
ん

片
桐

一
成
さ
ん

去
る
十
月
十
日
、

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
女
学

院
の
中
学
二
年
生
の

全
生
徒
約
九
十
五
名

が
、
岡
崎
別
院
に
参

詣
さ
れ
た
。

本
堂
が
他
の
行
事

で
使
用
さ
れ
て
い
た

の
で
、
専
修
学
院
で

輪
番
の
法
話
の
後
、

庭
園
、
お
茶
室
、
延

賞
台
跡
地
を
散
策
さ

れ
た
。

去
る
九
月
二
十
五
日

大
阪
教
区
第
二
組
推
進

員
養
成
講
座
を
修
了
さ

れ
た
約
二
十
名
の
方
々

が
、
会
員
の
さ
ら
な
る

聞
法
、
学
習
の
た
め
、

岡
崎
別
院
に
お
い
て
研

修
を
さ
れ
た
。

ま
ず
本
堂
で
輪
番
の

法
話
を
聴
聞
し
、
庭
園

を
散
策
後
、
書
院
で
昼

食
を
と
ら
れ
た
。

二
〇
一
四
年

（
平
成
二
六
年
）

◇
一
月
二
十
六
日

淺
山
家

◇
四
月

五
日

小
野
家

（
真
宗
大
谷
派

大
谷
婦
人
会

岡
崎
別
院
支
部
）

※大型バス４台が駐車でき
るバスプールが正面にあり
ます。

岡
崎
別
院
の
所
在
と
周
辺
の
ご
旧
蹟


